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（介 90）（保 125）（地Ⅰ193）  

平成２９年１０月１０日  

 

都道府県医師会 

担 当 理 事 殿 

 

 

「かかりつけ医のための適正処方の手引き」の送付について  

 

 

公益社団法人 日本医師会    

常任理事  鈴木  邦彦  

 

 

時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。  

さて、高齢者における医薬品安全対策の推進のため、厚生労働省医薬・生活

衛生局において今年度より「高齢者医薬品適正使用検討会」が設置され、日本

医師会より松本純一常任理事が議論に参加しております。  

今般、高齢者に多く見られる残薬や多剤併用などの課題に取組み、医薬品の

最適な使用と薬剤費の適正化を推進するため、一般社団法人日本老年医学会の

協力を得て日本医師会において「かかりつけ医のための適正処方の手引き」を

作成しました。医薬品を６種類以上使用することが多剤併用だと考えられてい

ますが、３種類で問題が起きることもあれば、１０種類必要な場合もあり、本

質的にはその中身が重要です。  

つきましては、本書をご査収の上、ご活用いただけましたら幸甚に存じます。  

 また、本書につきましては、日医ホームページ（http://dl.med.or.jp/dl-me

d/chiiki/tebiki/H2909_shohou_tebiki.pdf）からダウンロードできますことを

申し添えます。  

 

［送付内容］ 

 超高齢社会における  かかりつけ医のための適正処方の手引き  

①  安全な薬物療法  

   １５０部 

 ※今後、高血圧や認知症などの疾患に着目した資料も作成する予定です。  




























